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１ 課題を取り上げた背景 

  県内の林業用苗木生産の大部分が当管 

内の苗木生産者により生産されていま 

す。この苗木生産については、生産の効率 

化及び造林作業の省力化等のため、コン 

テナ苗の導入が進められていますが、コ 

ンテナ苗木の生産技術はまだ確立してお 

らず、コンテナ苗木の品質の向上、均質 

化、ロス率の低減、効率化等の余地があり 

ます。このことから良質なコンテナ苗木生 

産のため生産技術向上の普及が必要と考 

えるため、管内生産者に対して生産技術の向上に向けた普及の取組内容と結果 

と今後の課題等について報告します。 

 

２ 具体的な取組 

 コンテナ苗生産者の生産状況等の調査及

び先進地域の視察について 

 取組の１つとして、まず管内のコンテナ苗

木生産者の生産状況等について、県林業試験

場の協力を得て、約 20 項目に亘って聴き取

り調査を実施しました。次に、コンテナ苗木

生産の先進地域である栃木県の生産状況を

視察し、管内生産者の育苗方法との比較検討

を行いました。 

３ 取組の結果 

  今回、管内各生産者からコンテナ苗の

育苗方法について聴き取りを実施し、コ

ンテナ苗木生産先進地域である栃木県と

の比較検討を行った結果、使用している

コンテナ容器や培土、施肥、殺虫剤、殺菌

剤の散布等については、明確な違いは見

られませんでしたが、一番重要と思われ

る灌水方法で、灌水間隔、灌水時間等が各

生産者によってまちまちであり、試行錯誤している実態が浮かび上がりました。    

表-1は、栃木県 A氏の育苗方法をまとめたものですが、立地条件や各施設の状

況も異なるため、一概に栃木県の方法を採用できませんが、これらの方法を目安

にして改善点が見いだせるよう普及指導していきたいと思います。なお、今回の

視察研修に参加した管内生産者については、それぞれが改善及び工夫すべき点を

見いだせたのではないかと思われます。 

 

４ まとめ 

  管内生産者からは、重労働なので今後は裸苗の生産からは撤退することを考え

ているとの声がありました。コンテナ苗生産についても、機械の導入等により省

力化を推進していく必要があります。苗木を効率的に生産できるコンテナ苗は今

後増加していくことが想定されますが、コンテナ苗の生産については、健全で均

質な苗木を安定して生産できるようになることが第一歩です。 

今後は、造林事業者がどのような苗木を要望しているかなど、苗木生産者と造

林事業者の意見交換ができる場が必要と考えます。さらに、次の段階として、造

林現場のニーズに即した苗木（例；初期成長が早い、根茎が太い、大苗、早生樹、

ネイチャーポジティブな地域由来の苗木など）を供給できるように基準等の検討

を行うとともに、需要に即した苗木を生産できる体制を整備していく必要がある

と考えます。 

図１ コンテナ苗木根茎の生

育不良（カラマツ） 

図２ 栃木県 A 氏から選

苗の説明を受ける参加者 

表 1 栃木県 A 氏の育苗方法のまとめ 


